
広報

(市民プール)

燃える大地に少々パテ気昧。うだる熱

さにはぎいってしまいます。

でも¥この市民プールは別世界。元気

にはしゃぐ子どもだちの歓声、水しぶき

で連日にぎわっています。

子どもって本当に水遊びガ大好きO 疲

れ過ぎない程度に楽しく潔いでください。

市民ブ ルの利用は9月10日まで。

・大村市民意識調査結果………..2--5 
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広報おおむら平成 3年 8月号

1，000人に聞きました
はえ司吉

r 

のたなあ
長崎空港についての評価

大村市のシンボル
生活環境に対する評価

海・川に低い評価空気は良
こ
の
程
実
施
し
だ
「
市
民
意
識
調
査
L

果
、
か
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
大
村
市
に
住
む
皆
さ
ん
の
生

活
環
境
へ
の
評
価
や
¥
市
政
に
対
す
る
要
望
、

都
市
づ
く
り
へ
の
考
え
方
な
ど
を
把
握
し
、
今

後
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と

し
て
、
市
内
を
2
T
5
区
画
に
分
け
、
何
山
歳
か

ら
印
歳
ま
で
の
男
女
4
1
0
0
0
人
を
対
象
に
、

戸
ン
ケ
l

ト
形
式
で
今
年
3
月
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
設
問
内
容
は
¥
「
現
在
の
生
活
に
対
す
る

満
足
感
同
生
活
環
境
へ
の
評
価
」
「
高
速
道
路
・

空
港
へ
の
評
価
や
影
響
、
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
し

寸
今
後
の
大
村
市
の
あ
り
方
し
な
ど
お
項
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
¥
調
査
結
果
の
内
容
を
か
い
つ
ま

ん
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
結

現在の自分の生活への満足度

、明t

今後の居住意向

長崎空港

生活環境の評価については、約25項目の質問が

されていますが、その中で最も評価の高かったの

は「空気のきれいさ」で、「まあよい」まで併せる

と84.6%と高い評価を得ています。

次いで、「住居の住みよさ J r街路樹や公園・住

宅周辺の緑の豊かさJr食料品・日用品等の買物の

便利さ J r病院などのかかりやすさ」そして、「隣

人とのつき合いやすさ」などとなっています。

逆に、悪い評価を受けたのは、「映画館、レジャー

施設等の充実度」の56.8%、「海岸や川・池の水の

きれいさ」の50.2%。この 2つについては過半数

を超える悪い評価を受けており、余暇利用対策ま

た、大村湾沿岸や河川の保全・美化など、重要な

課題となっています。

このほか、「労働条件J 35.9%、「下水道の完備

状況J33.7%、「図書館、美術館等の充実度J32.7% 

などが、良くないとの評価です。

海上空港として知られる長崎空港について

は、「大村市のシンボル」という評価が最も多

く、全体の68.5%。次いで「産業発展に大い

に役立つている」の51.5%で、これも過半数

を超えています。

また、「市民の足として不可欠」という認識

も強く、さらに、「国際交流拠点としての役割」

も果たしているとの評価を得ています。

逆に、「市内観光施設の一つ」と「客を呼び

込み市内を潤す大きな源泉」では意見が分か

れ、反対意見の方が強く出されました。

半数以上が満足約8割が定住意向

現在の自分の生活状態について、「大いに満足し

ている」が3.5%、「まあ満足している」が49.7%

で、満足が併せて53.2%と半数以上の人が現在の

自分の生活に充実感を覚えられているようです。

逆に、約 4分の lの方は、何らかの不満を持って

おられるようです。

年代別にみると、高・ 若年

代層で満足が多く、 20代・

30代の方の不満がやや多

くなっています。

大村に「永住するつもり」という 意向を持った

人は56.6%と過半数を占めました。

「当分住むつもり」の22.1%を併せると約 8害IJの

人が定住意思をも っておられることになります。

永住する意向の理由としては、「持ち家がある」

が最 も多く、「暮らしやすい」、「故郷である」、「好

き・愛着がある」の順となっています。

逆に、転出する意向の人では、転勤・就職・進

学 ・結婚等によるものが多い。

進学や就職の場を広げ、魅力ある都市づ くりに

期待 もかかっています。
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長崎自動車道が大村市に与えた影響

長崎自動車道が開通して 2年目、その評価は非

常に高く、よかったと思っている人は87.2%と、

約 9割に近い。

では、大村に与えた影響 というと63.4%の人が

プラス評価をされています。

職業別では、自由業・ 管理職72.8%、農林・技

能・労務職69.0%、事務・

技術職66.3%の順でプラ

ス評価をされている。

もう一つ評価の高かった

のは主婦の63.2%で、

ショッピングや催しなど、

市外の経済・文化圏への

流出が考えられそうです。

プラス評価は大
不安は市外への流出

ショッピンク感覚も
1年間に、長崎空港から航空機で出かけら

れたのは全体の45.8%で、約半数近くの市民

の方が利用されていることになります。

また、航空機利用以外で長崎空港を利用し

た人も71.9%と、高い数字が表れており、こ

の内訳をみると、「来客の出迎えJ r.ターミナ

ルでのショ ッピングJ r飛行機離着陸の見物」

「食事・喫茶」の順となっており、今や長崎

空港は、単なる空港の目的を果たすだけでな

く、ショッピングや食事なども楽しめる空港

といえそうです。

長崎空港の利用状況

〔長崎空港の利用状況(航空機以外))
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臼島の認知状況

臼島は大村市の一部です
「臼島」が、大村市の所有の土地であることを

知っていたかどうかでは、全体の57.5%の人が知っ

ていた、残り 4害IJ強の人は知らなかったと答えて

おられます。このうち若年層になる程知らない人

が多かったようです。

「臼島」開発に関する考え方
島

「天正遣欧少年使節帰国400年祭」

への認知および参加状況

臼

自然を活かした開発を
参加者には高い評価 「臼島」を開発することの是非と、もし開発す

る場合の方向性について尋ねたものですが、「教育

の一環としてなら、自然を活かした開発を」が38.5%

となっています。

また、島自体はいじらないで「島までの交通手

段や島内での歩道を整備する程度の開発を」とい

う意見も多く、自然を生かすという条件付きであ

るにせよ、開発受容派は約 6害Ijとなっています。

開発の具体的内容については、「自然公園・植物

園をつくる」というのが最も多く、 45.7%と半数。

次いで「小中高校生対象の野外教育研修施設また

は、レクリェーション施設をつくる」の21.8%と

なっており、この 2案に集中しています。

( r臼島」開発に関する考え方について〕

昨年開催された帰国400年祭。

矢口っていた人は約7割。知っていても、各種催

しに行ったかどうかでは、「オリジナルミュージカ

ル・ローマを見た」が約20%、そのほかは、「記念

式典J rモニュメント除幕式J rNHK東京放送児

童合唱団公演Jr国際ノ〈ザーノレ」など、それぞれ10-

15%前後の参加率で、大きな差はありませんでし

た。

しかし、参加者の感想、は、ミュージカルを範買

に児童合唱団、天正道攻少年とその時代展などに

高い評価がでています。

この「帰国400年祭」では、認知率は高かったも

のの、参加者が少なかったのが残念、これを反省

点に各種イベントなどの基礎づくりの資料とする

考えです。 100% 
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より

人口規模

10万人が理想
r10年後の人口規模の理想、はど

の くら しりには、 r10万人ぐらい

がよし、」という のが51.1%と過半

数を占め、次いで r7万人前後」

という現状の規模程度を望む人が

28.9%、 rll万人以上」という の

が16.2%でした。

(10年後の望ましい人口規模〕
ー その他

5万人 ぐら い一一三平でム寸ー¥
) ¥/寸寸 「¥ 無回答)

10万人ぐらい

(51.1) 



今後の市政で力を入れるべきところ

充実買物施霞の整備 • 
今後大村で力を入れるべきところとして、「大型

庄や商庖街などの買物施設の整備・充実」を望む

声が多く 34.4%の高比率となっています。

これについては、前述した「生活環境に対する

評価」で、「食料品・日用品等の買物の便利さ」に

高い評価がされていましたが、これ以外の、買い

回り品について、大型ショッピングセンターや魅

力ある商庖街によるファッション性豊かなショッ

ピングを楽しみたいという意向が含まれているも

のと思われます。

次に、「道路・交通網の整備J r図書館 ・美術館

その他の文化施設の整備、充実Jr住みよい街づく

りのための再開発J r福祉政策の充実J r工業 ・ハ

イテク産業の誘致、助成」などとなっており、行

政の果たさなければならない課題が多く残されて

います。

広報おおむら平成 3年 8月号

買物施設の整備・充実により、魅力ある商底街づくりに
期待がかかります(中央商店街)

自然環境を誇りに

町J r水と緑の町J r緑豊かな国際都市」 ・観光・

文化では「リゾートランド、レジャーランド、」 ・空

港では、「海上空港の町」 ・産業では「ハイテク産

業都市」 ・歴史では、 「歴史の町J • r地形では、「県

央の町)・教育では「学園都市」・人情では「人

情豊かな町」などが主なものです。

大村市を象徴するものとして、皆さんが選んだ

ことばを大きく分けると、「自然(水・緑・花・海

など)18.2%Jr観光・文化lO.4%Jr空港6.7%J r産

業3.7%Jr歴史3.4%Jr地形2.7%Jr教育2.5%J

「人情2.0%Jの8つの順に分けられました。

この結果から、「自然」が最も多く、海・山に固

まれ、水と緑に恵まれた自然環境を誇りに、また、

それを守っていきたいとの思いが込められている

ものと思われます。

次いで、余暇を利用し、レジャー、 リゾート志

向を高める観光・文化都市づくりや、全国でも珍

しい海上金港を大村の“顔"にという意見も多く

出されました。

具体的にみると ・自然では 「花と緑の町Jr花の

大村市を象徴するもの

以
上
、
全
て
の
項
目
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
だ
が
、
要
点
を
か
い
つ
ま
ん
で

ご
紹
介
し
ま
し
定
。
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
に

な
ら
れ
だ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
平
成
ア
年
度
ま
で
の

「
総
合
墓
本
計
画
策
定
L

な
ど
の
重
量
料
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
意
識
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
き
し
だ

皆
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。

着々と進む大村ハイテクパーク内の造成工事。右は県工業試験場 (池田 2丁目)
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ア
月
6
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街
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H
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運
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の
推
進
を
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パ
レ
ー
ド
に
は
、
市
関
係
者
や
保
護

司
会
、
警
察
、
P
T
A
、
婦
人
会
、
健

全
協
な
ど
幻
団
体
約
2
0
0
人
ガ
参
加
。

郡
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
、
風

船
や
チ
ラ
シ
を
配
り
、
非
行
防
正
な
ど

を
呼
び
か
け
ま
し
だ
。

ま
芝
、
同
日
日
は
、
大
村
・
東
彼
地

区
の
中
・
高
校
生
叩
人
ガ
参
加
し
て
の

弁
論
大
会
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
中

学
生
の
部
で
は
ま
岡
未
来
さ
ん
(
西
中

3
年
)
、
高
絞
生
の
部
で
は
漬
口
志
津
香

さ
ん
(
向
陽
高
校
1
年
)
ガ
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
さ
れ
ま
し
だ
。

技術向上を図って (6/26.市役所)

(7/3・総理官邸)

全国青年市長会役員(松本市長は副会

長〉は、総理官邸を訪問。

若い青年市長がそれぞれの自治体をど

のように担っていくか、海部総理と熱っ

ぽく論議しましだ。

(写真在から松本市長、海部総理、楠田

筑紫野市長〉

海部総理を表敏訪問

大村シルバー人材センターは6月26日、

市役所に植えてある松などのせん定研修

で技術向上を図りましだ。

同センターが発足以来、せん定などの

庭木手入れの依頼も多いため、包年春と

秋の2回実施しているもので、今年で3

年目。

参加者のほとんどが経験者、講師の富

家和博さんの指導を受けながら、松の芽

摘みや樹形を整えるなど、手際良く手入

れを行っていまし疋。

事
故
の
な
い
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
を

(ワ
/
6
・
野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
)

山
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ア
月
6
日
、野
岳
湖

キ
ャ
ン
プ
場
の
山
開
き
式
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

野
岳
澗
キ
ャ
ン
プ
場
は
、例
年
キ
ャ
ン
プ
や

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
、
ガ
、
今
シ
ー
ズ

ン
も
、
か
な
り
の
利
用
者
、ガ
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
臼
は
¥
松
本
市
長
や
佐
藤
観
光
協
会
長
、

地
元
代
表
な
ど
約
犯
人
、
ガ
出
席
し
て
神
事
を

行
い
¥シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
を
祈
り
ま
し
だ
。
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市および商工会議所青年部、市観光協

会ガ、花しよう13'¥祭りの一環として行つ

だ「花の街スケッチ大会」の入賞者ガ決

まりました。

応募者数355点。審査の結果、最優

秀のあじさい賞には岩口貴彦くん(小路

口町 .3歳〉、同花しようぶ賞には前田奈

美さん(小路口本町-ア歳〉、同風景賞に

は本田直也くん〈武部町・ア歳〉ガ、こ

のほか、特選ア人、入選13人ガ選ばれま

しだ。入賞者の皆さん、おめでとうござ

いましだ。

広報おおむら平成 3年 8月号

社会福祉にご尽力

=松尾ヨシカさんに厚生大臣表彰=

民生委員・児童委員として、長年にわ

だり社会福祉の増進に貢献されてきだ松

尾ヨシ力さん(72歳・岩松町〉に、厚生

大臣表彰ガ贈られることになり 6月8目、

市長から表彰状ガ伝達されきしだ。

=花の街スケッチ大会入賞作品=

最優秀風景賞
本田直也〈ん
(武部町・ 7歳)

最優秀あじさい賞
岩口貴彦〈ん
(小路口町・ 3歳)

最優秀花しよう13¥賞
前田奈美さん
(小路口本町・ 7歳)

-シリーズ・

統計でみる大村市

Part3 

二商業二

年々微増傾向

7
月
1
日
現
在
で
実
施
し
ま
し
た
事
業

所
お
よ
び
商
業
統
計
調
査
に
つ
い
て
は
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
回
(
昭
和
臼
年
)
の
商
業
統
計
調
査

に
お
け
る
大
村
市
の
商
庖
数
は
、
ー
、

0

7
0
底
で
、
従
業
者
数
は
4
、
9
9
2
人
、

年
間
商
品
販
売
額
は
9
4
3
億
5
、
1
6

7
万
円
で
し
た
。

昭
和
日
年
の
調
査
結
果
と
比
べ
る
と
商

庖
数
は
ロ

・
6
%
増
、
従
業
者
数
は
幻

・

5
%増
で
、
年
間
商
品
販
売
額
は
1
1
2

.
8
%増
と
2
倍
以
上
に
な

っ
て
い
ま
す
。

商
庖
数
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。億円

1，100 

商業の推移

単位:]吉.人

5，500 

1，000 

900 

800 

年間商品販売額

f疋
業

4，500 I一一一一者
数

4，000 

5，000 

人，万円)

年次 数 査H 7τ去乙三 業 7三重E 業

商庖数 従業者数 年間商品販売額 商庖数 従業者数 年間商品販売額 商庖数 従業者数 年間商品販売額

昭和51年 950 4，108 4，433，307 66 696 1，609，175 884 3，412 2，824，132 

54 980 4，356 5，718，341 83 748 2，185，447 897 3，608 3，532，894 

57 1，087 4，914 7，907，783 119 977 3，182，602 968 3，937 4，725，181 

60 1，031 4，754 8，280，378 110 858 3，293，797 921 3，896 4，986，581 

63 1，070 4，992 9，435，167 134 942 3，755，258 936 4，050 5，679，909 
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(単位:庄，

(資料:商業統計調査)

大村市の商業の推移

700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

O 
63年

3，500 

3，000 

2，000 

1，500 

500 

。

卸売業

(12.5%) 
134底

その他の小売業

(25.6%) 
276庄

飲食料品小売業

(36.6%) 
395庖

各種商品小売業
(0.4%) 4底

自動車・自転車小売業
(4.2%) 45庖 /

、-----家具・建具じゅう器

小売業(9.3%)

100底/
織物・衣服

身の回り品

小売業

(10.8%) 
1 16庖
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安
全
点
検

b
cま
す
知

ー
夏
休
み
を
前
に
自
転
車
チ
ェ
ッ
ク
ー

伝統技術守ります
二長崎手打刃物を伝統工芸に指定一

夏休みを前に、自転車の安全点検を行う会員と

児童のお母さんたち (6/18・放虎原小)

二輪車・自転車商協組大村支部(木

村隆義支部長 .21人)は、 6月18・19
日の放虎原小学校を最初に、市内小学

校の児童たちの自転車の安全点検サー

ビスを行っています。

伝統工芸の指定を受け、市役所に報告

に訪れた田中昇さん (6/14・市役所)

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
児
童
た
ち

が
安
全
に
、
そ
し
て
、
自
転
車
事

故
を
防
止
し
よ
う
と
、
夏
休
み
を

前
に
、
点
検
を
希
望
す
る
小
学
校

を
対
象
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で、

m数
年
前
か
ら
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

初
日
の
同
日
、
放
虎
原
小
学
校

(
7
2
4
人
)
に
持
ち
寄
ら
れ
た

自
転
車
は
約
3
0
0
台。

7
人
の

全
員
が
児
童
た
ち
の
お
母
さ
ん
ら

の
協
力
を
得
て
、
ブ
レ
ー
キ
、
ラ

イ
ト
、
ベ
ル
、
反
射
鏡
な
ど
を
点

検
。
簡
単
な
も
の
は
修
理
し
、
不

良
個
所
に
つ
い
て
は
、
修
理
を
す

る
よ
、
っ
指
示
書
を
張
り
ま
し
た
。

校
庭
で
は
、
安
全
協
会
の
交
通

指
導
員
に
よ
る
自
転
車
教
室
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

長崎子打刃物協同

組合(田中昇理事長)

が、県の伝統工芸品

としての指定を受け

られました。

長崎に根付く伝統

工芸を後生に残して

いこうというもので、

県下で初めて 5業者

1個人に指定書が交付されました。

同組合は昭和59年設立、大村の松原鎌をはじめ、

島原市、三和町の合計19事業所により組織されて

います。大村は 8事業所が加入されている。

松原鎌の歴史は古く、 500年以上も前から伝

えられているそうで、最初は万作りに始まり、現

在は、鎌、包丁、園芸用品の製造、柄の加工など

を行っておられます。

田中さんは、「今回の指定は大変励みになる、後

継者づくりに頭の痛い今日であるが、ますますの

研さんに努め、伝統技術を守っていきたい」と、

喜ぴと抱負を語られました。

仲
良
く
し
ま
し
ょ
う

ー
鴫
一
霧
中
国
研
修
生
を
歓
迎
1

研修生との交流、激励のため催された歓迎会

(7/6・乾馬場町公民館)

研
修
生
の
皆
さ
ん
(
引
率
者
1

人
、
研
修
生
日
人
)
は
5
月
白
日

来
日
。
吉
原
工
業
で
、

1
年
間
の

優勝報告に訪れた大村岳精会の皆さんと松本市長

(右から 3番目 )(6/24・市役所)

2年連鏡3回目
二岳精流日本吟院吟道大会で優勝=

乾馬場町内会(福田健会長〉は7

月6目、同町内で寮生活をしている

中国上海県の産業技術研修生の歓迎

会を同公民館で開き、打ち解け合つ

だ¥楽しい受流を行いましだ。

日
程
で
縫
製
技
術
を
学
ば
れ
て
い

ま
す
。
町
内
会
で
は
、
異
国
で
の

生
活
に
経
験
の
な
い
研
修
生
の
皆

大
村
岳
精
会
(
杉
田
初
次
郎
会

長
・

2
0
0
人
)
は
、
こ
の
程
行

わ
れ
た
岳
精
流
日
本
吟
院
吟
道
大

会
コ
ン
ク
ー
ル
の
合
吟
の
部
で
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
横
尾
正
子
さ
ん
ら

5
人
が
合
吟
の
部
に
出
場
。
詩
の

心
、
正
し
い
発
声
・
音
低
な
ど
を

み
ご
と
に
表
現
、

2
年
連
続
3
回

目
の
全
国
優
勝
を
果
た
さ
れ
た
。

松
本
市
長
は
「
優
勝
は
皆
さ
ん

の
ご
精
進
の
た
ま
も
の
、
今
後
も

3
連
覇
を
目
指
し
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。
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さ
ん
が
、
安
心
し
て
、
気
軽
に
付

き
合
え
る
環
境
を
つ
く
り
、
目
的

の
研
修
が
実
を
結
ぶ
よ
う
に
と
、

青
壮
年
部
や
婦
人
部
が
中
心
と
な

り
、
歓
迎
会
を
催
さ
れ
た
も
の
で

す。
公
民
館
の
入
口
に
は
、
研
修
生

の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
作
っ
た
と
い

う
七
夕
が
飾
ら
れ
、
も
う
既
に
町

内
会
に
解
け
込
ん
で
お
ら
れ
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
福
田
会
長
を
は
じ

め
町
内
の
有
志
、
松
本
市
長
、
吉

原
工
業
工
場
長
な
ど
大
勢
が
出
席
。

歓
迎
あ
い
さ
つ
や
、
必
死
に
覚
え

た
と
い
う
日
本
語
で
の
自
己
紹
介

な
ど
の
あ
と
、
引
率
の
王
さ
ん
が

「
滞
在
中
、
技
術
だ
け
で
な
く
、

文
化
・
歴
史
・
習
慣
な
ど
を
学
ぴ
、

中
日
両
国
の
友
情
を
深
め
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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餓保盆毎

老
齢
福
祉
隼
盆
証
書
を

提
出
レ
ま

νよ
ラ

ー
緑
色
の
手
帳
で
す
l

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
、

8
月
の
支
払
い
を
受
け
た

ら
す
ぐ
に
証
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
所
得
制
限
な
ど
で
、

1
年

間
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
た
方
も

提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
権
者
の
方
に
は
、

7
月
末

に
返
信
用
封
筒
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
証
書
を
入
れ
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
(
切
手
は
不
要
)
。

「
公
的
年
金
申
立
書
」
が
送
ら
れ

て
き
た
方
は
、
記
入
の
う
え
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
ほ
か
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
、
初
日
ま
で
に
そ

~ 

事 、

年金は世代と世代の即け合い

の
公
的
年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

忘
れ
る
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

提
出
期
間

働

8 
月
12 
日
(月)

30 
日

送
り
先

(
干
鰯

市
役
所
保
険
年
金
課

玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

国
民
年
金
作
文
コ
ふ
っ

i
ル

皆占
1

、
ん
針
作
晶
ま
っ
マ
ま
す

f

大薮美登里さんの作品

明
る
い
家
庭
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
家
庭
の
様
子
な
ど
、
テ
ー
マ
に

そ
っ
た
た
く
さ
ん
の
作
品
を
待
っ

て
い
ま
す
。

作
文
の
内
容
・
だ
れ
で
も
老
後

は
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の

制
度
と
し
て
、
ま
た
、
万

一

(障

害
・
遺
族
年
金
)
の
場
合
に
備
え

る
制
度
と
し
て
、
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
支
え
合
う
と
い

う
制
度
で
す
。

家
庭
と
年
金
の
関
係
、
お
母
さ

ん
の
年
金
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
年

金
な
ど
の
話
し
を
聞
き
、
自
分
で

知
り
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
て
く

だ
さ
い
。

-
ま
た
、
市
内
に
は
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
の
積
立
金
(
還
元
融

資
)
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
施
設

(
市
立
病
院
、
簡
易
水
道
、
市
民

体
育
館
、
市
民
プ

l
ル
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
本
町
保
育
所
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
、
清
掃
車
な
ど
)
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
私
た
ち
の
日
草

生
活
の
う
え
で
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
ま

た
、
見
学
し
て
思
っ
た
こ
と
な
ど

を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

-
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
も
、
そ

国民健康保険被保険者の皆さんへ

病院にかかるとき

保険証をみせてますか

れ
ぞ
れ
に
思
い
出
や
お
考
え
な
ど

あ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

-
そ
の
外
年
金
(
厚
生
年
金
を
含

む
)
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

作
文
の
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿

用
紙
2
枚
位
(
た
て
書
き
、
未
発

表
の
も
の
)

応
募
で
き
る
人
市
内
在
住
の
人

※
児
童
・
生
徒
の
部
、

一
般
の
部

(
高
校
生
以
上
)
が
あ
り
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
、

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

締
め
切
り

9
月
刊
日

ω

応
募
・
問
い
合
わ
せ
保
険
年
金

課
年
金
係
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
詳
し
い
応
募
要
領
は
保
険
年
金

課
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

病
院
に
か
か
る
と
き
、
皆
さ
ん

は
保
険
証
を
必
ず
み
せ
て
い
ま
す

.刀

保
険
証
を
み
せ
な
か

っ
た
た
め

に
、
あ
な
た
自
身
が
困
る
だ
け
で

な
く
、
病
院
や
市
で
も
困
っ
て
い

る
の
で
す
。

保
険
証
の
種
類
が
変
わ
っ
た
ら

必
ず
、
そ
し
て
、
早
め
に
市
民
課

の
窓
口
で
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
病
院
へ
も
新
し
い
保
険

証
を
み
せ
、
必
ず
変
わ
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

保
険
が
か
わ
っ
た
ら
家
族
(
保

険
に
は
い
っ
て
い
る
)
に
も
そ
の

こ
と
を
教
え
、
病
院
へ
も
連
絡
を

と
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

手
続
き
な
ど
が
遅
れ
る
と
、
市

で
負
担
し
た
医
療
費
を
返
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
税
金
の
還
付
が
あ
る
場

合
、
返

っ
て
く
る
の
が
遅
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

今
月
は
、

5
月
に

か
か
ら
れ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

医
療
費
と
は
あ
な
た
が
支
払
っ

た
分
と
市
が
支
払
っ
た
分
を
あ
わ

せ
た
金
額
で
す
。

ご
不
明
な
点
、
ご
質
問
、
ご
相
談

な
ど
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
保
険

家
ボ，Al
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子
ど
も
会
活
動
の

一
環
で
ヲ

H
H
三
城
子
ど
も
太
鼓
l

山

口

弥

太

郎

さ

ん

(
何
歳
・
東
三
城
町
〉

頑い
張つ
υも

lま笑
;9"顔
犬で
村

右
か
ら
、
ヒ
サ
エ
さ
ん
側
、
リ
ン
さ
ん

繁
一
さ
ん
側
、
奈
穂
子
さ
ん
側
、
期
大
く
ん
凶

三
一
城
第
一
子
ど
も
会
の
活
動
行

事
と
す
る
「
三
城
子
供
太
鼓
」
が

再
ぴ
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。

約
4
0
0
年
前
、
わ
ず
か
7
人

の
侍
と
女
、
子
供
し
か
残
っ
て
い

な
い
居
城
「
三
城
」
に
攻
め
込
ん

だ
敵
軍
に
、
子
供
た
ち
は
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
て
援
軍
を
待
っ
た
、

と
い
う
史
実
が
「
三
一
城
七
騎
ご
も

り
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「三
城
子
ど
も
太
鼓
」
は
、
こ

の
史
実
に
ち
な
み
、
昭
和
日
年
ご

ろ
発
足
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
2
1

3
年
前
よ
り
練
習
場
所
が
無
く
な

り
、
活
動
が
で
き
な
い
状
態
だ
っ

た
と
の
こ
と
。

子
ど
も
会
長
の
山
口
さ
ん
を
中

松永さん家族(杭出津 2丁目)

わ
た
し
の
家
ぞ
く
は
8
人
で
、

い
つ
も
み
ん
な
で
話
し
た
り
、
遊

ん
だ
り
し
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
仕
事
で
い
そ
が
し
そ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
休
み
の
時
は
い

ろ
ん
な
所
へ
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

ま
だ
ま
だ
元
気
で
草
と
り
を
し
て

い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
家
ぞ
く
が
多
く
て

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

(
奈
穂
子
)

心
に
、
こ
の
歴
史
的
背
景
と
、
子

供
た
ち
の
連
帯
感
、
情
操
教
育
の

必
要
性
を
感
じ
各
方
面
に
理
解
を

求
め
、
や
っ
と
の
思
い
で
練
習
場

を
確
保
、
昨
年
日
月
よ
り
定
期
的

な
活
動
を
始
め
ら
れ
た
。
子
供
は

小
学
1
年
1
6
年
生
ま
で
お
人
。

山
口
さ
ん
は
、
「
平
さ
ん
と
木
寺

さ
ん
ら
の
熱
心
な
指
導
の
お
か
げ

で
こ
こ
ま
で
存
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
子
供
た
ち
も
、
上

下
聞
の
つ
な
が
り
、
仲
間
意
識
な

ど
も
強
ま
り
、
練
習
に
も
楽
し
ん

で
来
て
い
る
様
子
。
今
後
も
、
子

ど
も
会
行
事
の
一
環
と
し
て
、
活

気
あ
る
活
動
を
続
け
て
い
け
れ
ば
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

写友おおむら
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こちら自由席

市
内
や
近
郊
へ
と
毎
月
1
回
の

撮
影
会
が
楽
し
み
で
、
先
生
か
ら

撮
影
の
要
点
な
ど
の
教
え
を
受
け
、

自
分
な
り
の
作
品
に
ま
と
め
、
互

選
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
厳
し
い
批
評
の
中
に
、

懇
切
丁
寧
な
説
明
も
あ
り
、
回
を

重
ね
る
た
ぴ
に
良
い
作
品
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
発
足
し
た
ば
か
り

で
す
が
、
4
月
の
中
地
区
公
民
館

祭
り
、
5
月
は
野
岳
の
M
ガ
ラ
ス

工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
出
展
を
終
之
、

今
年
秋
の
美
術
展
を
目
標
に
全
員

が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
写
真
を
楽
し
み
た
い
方

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
毎
月
第
2
日
曜
(
午
前

中
)
、
第
4
木
曜
(
午
後
7
時
i
)

連
絡
先
中
原
(
宮
⑪
3
8
8
2
)

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
映
る
情
景
の

フ
レ

l
ミ
ン
グ
に
苦
心
し
て
い
る

の
が
写
友
お
お
む
ら
四
人
の
メ
ン

バ
ー
で
す
。
個
々
の
写
真
歴
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
初
心
者
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
と
幅
広
く
、
愛
用
の

カ
メ
ラ
を
構
え
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る
姿
は
、
全
く
の
ベ
テ
ラ
ン
と
い
っ

た
感
じ
で
す
。
発
足
は
今
年
の
2

月
で
、
そ
の
前
身
は
中
地
区
公
民

館
主
催
の
写
真
を
楽
し
む
教
室
で
、

当
時
か
ら
写
真
家
飯
野
健
二
先
生

に
ご
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

来春 3月完成予定の板敷櫓模型

着々と進む大村公園整備事業

板敷櫓建設いよいよ着工
田んぼの中をかわいい戸イガモガ、忙しそうにせっせ

と涼ぎ回っているのを見かけましだ。

無農薬による農業を営む~;也知子さん(大里町〉ガ\

戸イガモを利用しての駆虫や除草などにと¥今年初めて

試みられだもので¥現在30羽程放しておられます。

稲ガ育っていないときに放しだものだから、稲ガl到れ

疋所もあるが、虫は食べてくれるし、除草もしてくれる¥

ぎだ¥足で土がかき混ぜられるので、田んぼにも良い結

果ガ出るのでは¥と話される。

無農薬栽培の頼もしい助っ人。頑張れ戸イガモくん/

大
村
公
園
の
南
堀
花
し
よ
う
よ

園
を
見
お
ろ
す
、
曲
線
形
の
美
し

い
城
壁
(
板
敷
櫓
台
)
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
櫓
台
に
「
板
敷
櫓
」

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い

よ
い
よ
9
月
か
ら
着
工
さ
れ
ま
す
。

こ
の
櫓
は
、
大
村
公
園
整
備
事

業
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
る
も

の
で
、
建
物
は
木
造
2
階
建
て
、

屋
根
は
本
瓦
ぶ
き
、
外
壁
は
し
つ

く
い
塗
り
で
固
ま
れ
、
床
面
積
は

1
1
8
・
8
平
方
灯
で
す
。

ご

ま
た
、
約
3
0
0
灯
の
城
塀
も

併
設
さ
れ
ま
す
。
完
成
は
来
年
の

3
月
の
予
定。
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で/

現

況

眉

所
得
状
況
眉

①
児
童
扶
養
手
当

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
児
童
が
父
親
か

ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
ま
た

は
、
父
親
が
身
体
障
害
者
や
長
期
療
養
中

な
ど
の
家
庭
で
、
児
童
が
心
身
と
も
に
す

こ
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
に
、
そ
の
児
童

の
母
ま
た
は
母
に
代
っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
老
齢
福
祉
年
金
以

外
の
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

(
児
童
扶
養
手
当
)

(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

と
き
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
)

手
当
の
額
(
月
額

)

児

童

1
人
3
万
7

0
0
0
円
、
児
童
2
人
5
0
0
0
円
加
算
、

児
童
3
人
以
上
1
人
増
え
る
ご
と
に
2

0

0
0
円
加
算
(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)。

児
童
扶
養
手
当
支
給
停
止
を
受
け
た
人
は

児
童
扶
養
資
金
貸
付
を
利
用
で
き
ま
す
。

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
児
童

平
和
へ

の
誓
い
新
た
に

長
崎
、
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
だ
人
や
、
戦
争
の
犠
牲
と
な

ら
れ
だ
人
た
ち
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、
次
の
日
時
で
サ
イ
レ
ン
を
4
1
分

間
鳴
ら
し
ま
す
。

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ
の
誓
一
い
を
新
芝
に
い
だ
し
ま
し
ょ
う
。

午
前
8
時
何
分
(
広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

午
前
竹
時
2
分
(
県
民
祈
り
の
日
)

正

午

(

全

国

戦

没

者

追

悼

式

)

8
月
6
日

8
月
9
日

8
月
刊
日

を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
っ

て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)
重
度
障
害
児
4
万

4
9
0
0
円
、
中
度
障
害
児
2
万
9
9
3

0
円
(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)
。

※
①
②
と
も
児
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届

こ
の
届
け
は
、
手
当
を
引
き
続
い
て
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
た

め
の
大
事
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
引
き
続
い
て

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

か
な
ら
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
に
必
要
な
も
の

①
手
当
証
書
②
世

帯
全
員
の
住
民
票
③
児
童
が
別
居
の
場
合

は
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
お

よ
び
監
護
申
立
書
④
平
成
3
年
1
月
2
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
3
年
度

(
2
年
1
月
か
ら
ロ
月
分
)
所
得
証
明
書

⑤
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
年
金
証
書
(
児

県忠霊繕墓地
の供養

無縁墓地
関係者の方のご参列をお願いします

。県忠霊塔墓地供養

日時 8月9日(針午前10時

場所 県忠霊塔旧陸草墓地前(三城町)

主催 県殉国慰霊奉賛会大村市支部

。無縁墓地のうら盆供養

日時 8月9日働 午 前 9時

場所 大村市斎場(徳泉川内町)

童
扶
養
手
当
の
み
)
⑥
印
鑑

受
付
期
間

8
月
ロ
日
側
1
9
月
刊
日

ω

届
け
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児

童
家
庭
係

光
と
緑
の
園
乳
児
院
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
お
母
さ
ん
に
代

っ
て
赤
ち
ゃ
ん
を
預
り
、
看
護
婦

・
保
母

が
責
任
を
も
っ
て
養
育
し
て
い
ま
す
。

期
間

1
日
か
ら
2
年
位
ま
で
幾
日
で
も

結
構
で
す
。

費

用

日

額
1
0
0
0
円
か
ら
そ
の
児
童

に
係
る
費
用
全
額
(
前
年
度
分
の
税
額
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

O
県
中
央
児
童
相
談
所
(
宮
0
9
5
8
⑪

6
1
6
6
)
 

O
市
福
祉
事
務
所
(
宮
@
4
1
1
1
内
線

1
5
3
・
1
5
4
)

※
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
光
と
緑
の
園
乳
児

院
(
西
大
村
本
町
宮
@
7
4
1
8
)

戦波書ご霊前に

供え物を差し上げます
うら盆を迎えるにあたり、戦没者

ご霊前に供え物を各地区遺族世話人

を通じて配布します。万一届かない

人がありましたら、福祉課福祉係(内

車泉 15 6) まで申し出てください。

育
成
賞
金
を

貨
じ
付
け
て
い
ま
ヲ

n
L
 

不
幸
に
し
て
自
動
車
事
故
の
被
害
者
に

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
そ
の
生
活
安
定

の
一
助
と
し
て
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

貸
付
対
象
者

0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
子
供

貸
付
金
額

一
時
金
・

:
H
万
円
、
貸
付

期
間
中
:
・
毎
月
1
万
7
千
円
、
小
・
中
学

校
入
学
支
度
金
・・・
3
万
9
千
円

貸
付
期
間
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校
卒

業
の
月
ま
で

利

子

無

利
子

問
い
合
わ
せ

自
動
皇
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

長
崎
支
所
(
長
崎
市
五
島
町
8
0
9
5
8

@
8
8
5
3
)
 

健康テレホンサービス
8③4646または0958⑧5511 

月 ニむらカずえり
8 〉人〈 胆石を切る時・切らない時
月
の 水 日射病

フマー
木 鼻づまり

金 歯によい食べ物

士-日 産後の性生活
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雲
仙
・
普
買
岳
噴
火

舎
な
お
衰
え
す

今
な
お
衰
え
を
知
ら
な
い
雲
仙
・
普
賢
岳
。

火
砕
流
、
土
石
流
、
地
震
と
、
住
民
の
不
安
は

募
る
ば
か
り
、
天
災
と
は
い
え
本
当
に
こ
わ
い

も
の
で
す
。

普
賢
岳
の
沈
静
化
と
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
そ

し
て
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々

に
1
日
も
早
く
安
定
し
た
生
活
が
訪
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
で
は
、
毎
日
数
名
の
職
員
を
応
援
に

派
遣
す
る
な
ど
、
少
し
で
も
お
役
に
た
と
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
、
心
温
ま
る
義
援
金
や
救
援
物
資
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
義
援
金
な
ど
は
、

責
任
を
も

っ
て
被
災
地
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
義
援
金
な
ど
の
受
け
付
け
は
当
分
の

間
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

松本市長と大村市町内会長会連合

会の田中実会長は 7月9目、島原市

と深江町を慰問、皆さんからお預り

した義援金を手渡しました。

この日の災害義援金は、島原市へ

883万円、深江町へ378万円が支援さ

れました。

大村市島原災害対策応援本部

(市役所 2階2直通@3883または

附@41 1 1内線 29 2) 

雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
義
援
金
寄
託
者

(
ア
月

8
日
現
在
・
叡
祢
略
)

V
松
添

円V
大
村
市
給
水
装
置
技
術
者
会

1

5
万
円

V
あ
じ
さ
い
会
HH
2
万
円

V
大
村
市
南
高
人
会

lη
万
8
千

円V
松
居
朝
子
l

2
千
円

V
大
村
菖
蒲
ま
つ
り
剣
道
大
会

1

5
万
円

V
長
崎
日
冷
食
品
工
業
側

l
m万

円V
長
崎
日
冷
食
品
工
業
側
従
業
員

一
同
1

4
万
3
千
1
3
0
円

V
清
和
国
入
所
者
仲
よ
し
会
1
2

万
8
千
5
8
8
円

V
十
八
銀
行
大
村
支
庖
1

5
万
8

千
6
0
0
円

V
放
虎
原
小
学
校
教
職
員

一
同

1

3
万
1
千
円

V
大
村
大
同
青
果
仲
員
組
合
1
5

万
円

V
古
賀
宣
子
1

1
万
円

V
他
大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
職
員

一
同
1

1
万
円

V
慈
恵
荘
老
人
ク
ラ
ブ
慈
恵
会

l

m万
円

V
慈
恵
荘
1
6
万
5
千
6
1
0
円

V
大
村
ボ

l
ト
第
3
回
2
節
出
場

選
手

一
同
l

u
万
2
千
円

V
旭
が
丘
小
学
校
児
童
会

・
職
員

一
同
1

7
万
7
千
7
0
0
円

V
富
の
原
小
学
校
児
童
会
・
職
員

等
H
H
1
万
3
千
5
0
0

一
同
1
日
万
6
千
5
4
4
円

V
美
天
宮
氏
子
青
年
会
1

5
万
円

V
島
原
半
島
出
身
者
陸
上
自
衛
隊

竹
松
駐
屯
地
勤
務
者

一
同
1
2
万

円V
大
塚
美
津
代
1
2
万
4
千
円

V
松
本
崇
後
援
会
さ
っ
き
会
l
3

万
円

V
西
大
村
中
学
校
教
職
員

・
生
徒

一
同
l
u
万
1
千
2
8
2
円

V
西
大
村
小
学
校
児
童

・
職
員

一

同
l

u
万
5
千
1
0
0
円

V
黒
木
小
学
一
信
ん
童
・
職
員

一
同
1

1
万
2
千
4
3
0
円

V
三
浦
小
学
校
・
幼
稚
園
児
童
・

父
兄
・
職
員

一
同

l
ロ
万
5
千

4

7
2
円

V
福
江

勝

1

4
千
円

V
大
村
民
踊
愛
好
会
1

5
万
円

V
片
町

一
婦
人
会
1
2
万
円

V
中
瀬
正
隆
1
1
千
1
0
0
円

V
尾
竹
睦
雄
1
1
万
円

V
岩
山
ハ
ス
エ

1

1
千
円

V
井
手
末
広
l

1
千
円

V
コ
l
ル
あ
じ
さ
い
1
3
万
2
千

円V
福
重
小
学
校
児
童

一
同
1

3
万

9
千
5
1
9
円

V
福
重
小
学
校
P
T
A
1
3
万
円

V
小
玉
泰
磨
1

5
千
円

V
本
谷
暢
夫
HH
5
千
円

V
詫
摩
寿
吉
1

1
万
円

V
大
村
市
役
所
職
員
一

同
HH
部
万

3
千
5
2
7
円

V
城
島
ナ
ヲ
1
2
千
1
5
2
円

V
大
村
混
戸
合
唱
団
1

3
万
円

V
郡
中
学
校
生
徒
会
1

6
万
2
千

4
6
4
円

V
東
大
村
小
学
校
児
童
会

・
職
員

一
同
1
2
万
7
0
0
円

V
竹
松
小
学
校
児
童
会

・
職
員

一

同
1
9
万
5
千
9
0
6
円

V
萱
瀬
小
学
校
児
童
会
1
1
万
6

千
1
2
6
円

V
萱
瀬
小
学
校
職
員

一
同
1

1
万

1
千
8
0
0
円

V
大
村
市
物
産
振
興
協
会

一
同

l

m万
円

V
益
田
市
美
濃
郡
小
山
荘
校
長
会

1

5
万
円

V
中
央
小
学
校
児
童
去
で

P
T
A
l

m万
6
5
9
円

V
在
日
大
韓
民
国
居
留
民
団
長
崎

県
大
村
支
部
1

5
万
円

V
大
村
仏
舎
利
塔
琴
の
海
メ
モ
リ

ア
ル
パ

l
ク
1

5
万
円

V
石
橋
正
明
日
H
4
千
9
7
1
円

V

「南
の
島
か
ら
」
大
村
公
演
実

行
委
員
会
l

1
万
1
4
3
円

V
放
虎
原
小
学
校
児
童
会
l

5
万

2
千
6
6
9
円

V
ナ
ガ
ベ
ア
鮒

l
m万
円

V
側
昌
洋

l
m万
円

V
市
役
所
係
長
会
1

5
万
円

V
松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
生
花
教
室

一
同
1

1
万
5
千
円

V
童
謡
を
歌
う
全
l
1
万
8
千
1

2
0
円

V
桜
が
原
中
学
校
生
徒
会

・
職
員

一
同
1

8
万
4
千
6
9
2
円

V
高
見
忠
義
1

1
千
2
0
0
円

V
む
つ
み
生
花
会

一
同
l

1
万
円

V
勝
盛
章
1

5
千
円

V
大
村
中
学
校
生
徒
会

・
職
員

一

同
1

6
万
9
千
8
8
0
円

V
角
館
町
職
員
互
助
会

l
m万
円

V
大
村
グ
リ
ー
ン

コ
ー
ラ
ス
1

3

万
3
千
円

V
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド

エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ

ン
グ
側
1

2
万
1
千
6
2
3
円

V
大
村
市
連
合
婦
人
会

l
m万
円

V
大
村
市
料
飲
業
組
合
員
一
同

l

m万
円

V
大
村
市
華
道
連
合
会
1

2
万
円

V
や
ま
と
寿
し

l
m万
円

V
三
城
小
学
校
児
童
会
1
3
万
8

千
円

V
大
村
市
ゲ

l
ト
ボ

i
ル
協
会

l

m万
8
千
6
0
0
円

V
向
陽
高
校
衛
生
看
護
専
攻
科

1

2
万
8
千
5
6
0
円

V
玖
島
中
学
校
生
徒
会
1

6
万

5

千
1
3
8
円

V
梶
原
実
業

・
自
念
実
業
従
業
員

一
同
1

3
万
4
千
4
2
4
円

V
梶
原
実
業
l

3
万
円

V
自
念
実
業
1
2
万
円

こ
の
ほ
か
、
町
内
会
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
義
援
金
募
金
活

動
に
よ
り
、
全

1
8
4町
内
か
ら
総
額
ワ

5
4万
8
干
2
7
5円
も
の
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



きれいにしようみんなの町

8月18日(同支村雲沿喜一雲清需の日です

みんなの力で町じゅうスッキリー

私たちが住んでいる大村市をきれ

いにするため、 8月18日(日)に町内一

斉市民大清掃を行います。

なお、例年行われていた大村湾沿

岸一斉清掃も同時に行います。みん

なの力で町内のすみずみから、川、

そして大村湾をきれいにしましよう。

町内清掃をする前に、家族ぐるみ

で家のまわりを清掃しましょう 。

周辺の海岸や河)11の清掃をお

願いします。

公園、広場などの清掃を行いまし

ょう。また、大村湾沿岸清掃にも

ご協力ください。

市民大清掃目前後に、事業所内外

の清掃を行います。

は

海や川の周辺町内では

その他の町内では

lま

て。

て。所

庭

業

F品 『

OJ;. 

事

清

掃

方

法

8月18日(日)、午前 7時より

・大村公園(市役所玄関前集合)

〔環境美化功労者表彰式を行います〕

・大上戸川(福祉センターj駐車場集合)

大村市衛生組織連合会、大村市民憲章推

進協議会、大村市

※ なお、燃えるゴミは町内で処理し、空きかんな

ど燃えないゴミは不燃物集積所へ集めてください。

掃

主

清大民市

日時

中央会場

催

昨
年
実
施
さ
れ
た
市
民
大
清
掃
(
大
上
戸
川
付
近

[ 大村湾沿岸一斉清掃 i 

・8月18日を中心に大村湾関係 4市 9町内で、 一斉

に沿岸清掃が行われます。(海に面していない市・

町では、河川の清掃が行われます)

・大村湾をきれいにする会大村支部では、所属団体

ごとに、沿岸清掃の担当区域・日時を決めています。

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ボート部艇庫前沿岸)

(合成洗剤を追放する大村市連絡会[町内会も加入]

担当区域)

日時

※ なお、

8月18日(日)午前 7時(10時59分頃干潮)

当日は長靴をはいて来てください。

市
民
大
清
掃
・
大
村
湾
沿
岸
一
斉
清
掃
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
¥
環
境
衛
生

課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
な
お
¥
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。 今年 3月実施された沿岸清掃(大村公園先沿岸)

選
臓
金
"
つ
く
り
は

中
退
金
て
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退
職
金
制
度
は
、
国
の
中
退
金

制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
安
全
・
確

実
・
有
利
な
制
度
が
作
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
毎
月

一
定
の
掛

金
を
掛
け
て
お
く
と
、
凶
年
で
元

金
の
約
山
倍
、
初
年
で
約

μ
倍、

初
年
で
約
口
倍
を
目
安
と
し
た
退

職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

そ
の
う
え
、
こ
の
掛
金
は
、
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
全
額

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

※
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
お
問

い
合
わ
せ
は
中
小
企
業
退
職
金

共
済
事
業
団

(
8
0
9
2
1
6

3
1
1
2
5
5
1
)

へ

防
火
水
槽
に
は

近
づ
か
な
い
で

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
に
つ
れ
て

子
供
の
水
遊
ぴ
が
多
く
な
り
、
例

年
各
地
で
防
火
水
槽
や
用
水
堀
で

の
幼
児
な
ど
の
い
た
ま
し
い
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

防
火
水
槽
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



8月15日精霊涜し
-搬入は午後9時までに

(厳守)

・爆竹などは危険ですのでご遠慮ください

・供え物類は必ず供え物置場へ

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
美
し
い
大
村
湾
を
守
る
た
め

精
霊
船
や
供
え
物
を
海
や
川
に
流

さ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

集積地への搬入は
搬入は必ず午後9時までに指定の場

所にお願いします〈供え物類で燃えな

い物は、ビニール袋などに入れて供え

物置場へ〉。

地区名 集 積場 所

三浦 舟津、日泊、溝陸

鈴田 三鈴橋、日焼

大村 市役所横埋立地

西大村 下水道浄水管理センター

竹松 オーケーフード空地広場

福重 郡川河口

松原 九電伏原埋立地

萱;頼 荒瀬、田下、黒木

広報おおむら平成 3年 8月号

指定集積地

※詳しくは、町内会長、出張所まだは環

境衛生課公害規制係へお尋ねくだ、さい。

ー

受
通
規
制

午
後
7
時
j
川
時

混
雑
と
事
故
防
止
の
為
、
図
1

・
2
の

通
り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

-
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

-
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
次
の
所
か
ら

横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

-
大
村
地
区
:
・
ト
ラ
ベ
ル

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

入
口
交
差
点

-
西
大
村
地
区
・
:
パ

l
ル
レ

l
ン
前
と
松

並
交
差
点

-
福
重
地
区
:
・
寿
古
石
油
庖
前
交
差
点

爆
竹
な
ど
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け
が
人

が
出
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

・
矢
ビ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
禁
止
き
れ
て

(図 1)大村地区交通規制略図

一般車両通行禁止

い
ま
す

0

・
花
火
を
使
用
す
る
場
合
は
花
火
責
任
者

が
い
り
ま
す
(
一
隻
に
つ
き
1
人
の
み
花

火
を
使
用
で
き
ま
す
)

-
花
火
責
任
者
は
各
自
赤
い
た
す
き
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
(警
察
署
で
交
付
し
ま
す
)

次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

-
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

-
せ
ま
い
道

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス

販
売
庖
付
近

-
花
火
販
売
庖
や
玩
具
庖
付
近

・
駐
車
場
と
そ
の
付
近

-
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
庖

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
、
万

一
に
備
え
防
火
用
水
、
用
具
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
人
や
車
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
花
火

の
使
用
は
法
令
違
反
と
な
り
、
処
罰
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

精
霊
船
に
関
す
る

注
意
事
項

-
全
長
が
2
灯
を
超
え
る
と
き
は
、
大
村

警
察
署
へ
道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
締
め
切

り
は
8
月
9
日
働
ま
で

-
車
で
の
運
搬
は
、
灯
ろ
う
の
火
は
必
ず

消
す
。
車
の
積
載
制
限
を
超
え
る
と
き
は

警
察
の
許
可
を
受
け
る
。
横
積
み
し
な
い

0

・
精
霊
船
は
、
市
内
で
の
申
し
合
わ
せ
事

項
に
よ
り
、
長
さ
5
灯
以
下
、
幅
2

・
5

れ
以
下
、
高
さ
3

・
5
灯
以
下
に
し
て
く

だ
さ
い
。

-
路
上
で
回
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

精
霊
船
説
明
会

道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

人
に
対
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
ロ
日
側
、

午
後
2
時
1

場

所

大

村
警
察
署

集積地仁:1・It~ I 

回一
(図2)西大村地区交通規制略図

墓参りの火の始末は忘れずに/
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県
職
員
採
用
試
験

l
高
校
卒
業
程
度

l

①
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
土
木
、

林
業
、
農
業
土
木

資
格
昭
和
何
年
4
月
2
日
1
的

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
受
通
巡
視
員

資
格
昭
和
叫
年
4
月
2
日
1
的

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

③
警
察
官
B

資
格
昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
1
的

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

(
4

年
制
大
学
卒
業
お
よ
び
来
年
3
月

卒
業
見
込
み
の
人
を
除
き
ま
す
)

④
婦
人
警
察
官

資
格
昭
和
均
年
4
月
2
日

1
刊

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

申
込
期
間

①
1
④
い
ず
れ
も
8

月
初
日
側
1

9
月
日
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
人
事
委
員
会
事
務
局

(
8
0

9
5
8
⑫
1
1
1
1
⑫
3
5
4
2
)
 

※
③
③
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
で

も
お
尋
ね
に
な
れ
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

l
高
校
卒
業
程
度

l

⑦
刑
務
官
(
刑
務
A
倒
・

B
例
)

資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
l
刊

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
入
国
警
備
宮

闘
の
生
き
砲
が
あ
氷
演
を
調
べ

say

川
に
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が

い
ま
す
が
汚
れ
の
程
度
に
よ
り
住

ん
で
い
る
生
物
の
種
類
が
違
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
物
の
観
察
の
中
か

ら
河
川
の
水
の
状
態
を
知
ろ
う
と

実
施
す
る
も
の
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
3
か
所
で
実
施
し
ま
す
。

-
鈴
田
川
(
似
田
橋
付
近
)

日
時

8
月
7
日
側
、
午
前
9
時
i

資

格

昭

和

刊
年
4
月
2
日
i
刊

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

③
皇
{
呂
護
衛
官

資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日

i
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

④
航
空
諜
安
大
堂
後
学
生
(管
制

・

情
報
・
電
子
)

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
⑦
高
卒
お
よ
び
来
年
3

月
卒
業
見
込
の
人
②
高
専
の
第
3

学
年
の
課
程
修
了
お
よ
び
来
年
3

月
修
了
見
込
み
の
人
⑤
そ
の
ほ
か

大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た

人
な
ど
、
人
事
院
が
⑦
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
。

申
込
期
間

①
1
④
と
も
8
月
お

日
働
1

9
月
5
日
嗣

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干
四
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
1
1
1

ロ時
・
大
上
戸
川
(
金
丸
橋
付
近
)

日
時

8
月
時
日
側
、
午
前
9
時
l

u時
-
郡
川
(
才
又
橋
付
近
)

日
時

8
月
お
日
側
、
午
前
9
時

ー
ロ
時

※
川
の
中
に
入
る
の
で
、
長
靴
な

ど
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

(
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
)

問
い
合
わ
せ
一
環
境
衛
生
課
公
害

規
制
係

1
8
0
9
2
・
4
3
1
・
7
7
3

3
)
 

※
②
に
つ
い
て
は
、
大
村
入
国
者

収
容
所
(
宮
@
2
1
2
1
)

で

も
お
尋
ね
に
な
れ
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

l
大
学
卒
業
程
度

l

。
法
務
教
官
。
航
空
管
制
官

資
格

①
昭
和
幻
年
4
月
2
日
1

何
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
初
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
的
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の

人
お
よ
ぴ
来
年
3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

何
人
事
院
が
的
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

申
込
期
間

法
務
教
官
・
・
・8
月
四
日
側
1

9
月

5
日
同

航
空
管
制
官
・
・
・
8
月
幻
日
働
i
9

月
5
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
一

T
m福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
I
H
-

-
8
0
9
2
・
4
3
1
・
7
7
3

3
)
 

県
内
公
営
国
民
宿
舎

無
料
招
待
し
ま
す

ペ
ア
切
組
1
0
0
人
に
、

1
泊

2
食
の
無
料
招
待
券
を
サ
ー
ビ
ス

期
間

9
月
1
日
同
i
初
日
側

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
泊
ま
り
た

い
宿
舎
名
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

8
月
初
日

ω

応

募

先

県

自
然
保
護
課
内
国
民

宿
舎
運
営
協
議
会
(
干
削
長
崎
市

江
戸
町
2
1
U
8
0
9
5
8
@
1

国
民
宿
舎
名
九
十
九
島
荘
(
佐

世
保
)
、
亜
熱
帯
(
野
母
崎
)
、
御

床
島
荘
(
崎
戸
)
、
望
洋
荘
(
小
浜
)
、

く
じ
ゃ
く
荘
(
川
棚
)
、
国
見
山
荘

(
世
知
原
)
、
た
ぴ
ら
荘
(
田
平
)
、

つ
ば
き
荘
(
福
島
)
、
し
ん
う
お
の

め
温
泉
荘
(
新
魚
目
)
、
壱
岐
島
荘

(
勝
本
)
、
対
馬
(
美
津
島
)
、
上

対
馬
荘
(
上
対
馬
)

-16ー

平
成

3
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
詰
験

願
書
申
請
期
間

9
月

4
日
附

試

験

日

月

8
日
働

試
験
場

長
崎
県
庁
本
館

受
験
案
内
請
求
先
お
よ
び
申
請
・

問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
学
校
教

8
月
5
日
目
1

創
立
判
周
年
九
電
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

|
親
と
子
の
た
め
の
音
楽
会
|

日
時

8
月
7
日
側
、

初
分
i
8
時
初
分

場
所
市
民
会
館

出
演
管
弦
楽
・
九
州
交
響
楽
団

指
揮
・
・
・
松
尾
葉
子

入
場
料

無
料
(
た
だ
し
、 午

後
6
時

入
場

整
理
券
1
枚
に
つ
き
3
0
0
円
の

「ふ
れ
あ
い
募
金
」
を
お
願
い
し

ま
す
)

※
募
金
は
、
全
額
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
贈
し
ま
す
。

入
場
整
理
券
お
求
め
先

育
課
(
干
制
長
崎
市
江
戸
町
2

1

U
8
0
9
5
8
@
1
1
1
1
⑮
3
 

3
5
4
)
 

社
会
福
祉
協
議
会
、
原
田
楽
器

大
村
セ
ン
タ
ー
、
森
竹
電
器
商
会
、

長
崎
書
庖
、
ア
オ
バ
ラ
ジ
オ
商
会
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
H
O
N
D
A
、
大

村
浜
屋
、
九
州
電
力
大
村
・
川
棚
・

諌
早
各
営
業
所
、
大
村
発
電
所

問
い
合
わ
せ
九
州
電
力
大
村
営

業
所
(
宮
@
2
1
7
1
)



納
税
は

寸
口
座
振
替
」

で

市
税
、
国
保
税
の
納
税
に
は
、

便
利
な
「
口
座
振
替
」
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

わ
ざ
わ
ざ
市
役
所
や
金
融
機
関

へ
お
出
か
け
に
な
る
手
聞
が
は
よ

け
、
ま
た
納
期
を
う
っ
か
り
忘
れ

た
と
き
も
安
心
で
す
。

申
込
手
続
き
納
付
書
と
預
金
通

帳
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
銀
行
や
農

協
な
ど
の
金
融
機
関
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
翌
月
よ
り
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
庶
務
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

広報おおむら平成 3年 8月号

印
象
に
残
っ
た
言
葉
や
感
銘
を

受
け
た
言
葉
、
励
ま
さ
れ
た
言
葉

な
ど
を
「
作
文
」
ま
た
は
「
詩
」

で
つ
づ
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
小
・
中
・

高
校
生
お
よ
び

一
般

規
定
1
人
1
編
。
題
は
自
由

0

・
作
文
・
:
小
学
生
は
4
0
0
字
詰

原
稿
用
紙
2
1
5
枚
。
そ
の
ほ
か

の
人
は
3
1
5
枚

-
詩
・
・
・
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
税
よ
り

。
個
人
事
業
税

第
1
期
の
納
期
限
は
9
月
2
日

で
す
。
(
8
月
上
旬
発
送
予
定
)

問
い
合
わ
せ

諌
早
県
税
事
務
所

(
宮
⑫
0
5
0
8
)

@
自
動
車
税

未
納
(
納
期
限
5
月
訂
日
)
の

方
は
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

延
滞
金
:
・
年
利
U
・
6
%

(
一
か
月
間
は
7

・
3
%
)

I'r= -， 
'1 1-τL-

三宮
ン2
72 
1 いJlIヲ

、ー
と
l志、
」

応
募
方
法

作
品
に
は
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、
(学

校
名
・
学
年
)
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

応

募

先

小
l
高
校
生
は
各
学
校
、

一
般
は
県
教
育
庁
総
務
課
(
干
制

長
崎
市
江
戸
町
2
1
日
)

締
め
切
り

9
月
初
日
明

問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
総
務
課

(
8
0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

※
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い

と
い
う
方
は
至
急
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
領
収
証
は
、

車
体
検
査
時
に
必

要
で
す
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
自
動
車
税
事
務

所

(8
0
9
5
8
⑫
8
8
3
5
)

税
務
署
の
窓
口
、
が

変
わ
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
は
、
所
得
税
は
所
得

税
部
門
、
法
人
税
は
法
人
税
・
源

泉
所
得
税
部
門
、
消
費
税
は
関
税

部
門
で
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、

7
月
刊
日
か
ら
所
得
税
や
個
人
に

係
る
消
費
税
は
個
人
課
税
部
門
、

法
人
税
や
法
人
に
係
る
消
費
税
は

法
人
課
税
部
門
で
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
例
で

は
、
納
税
者
が
法
人
税
や
消
費
税

に
つ
い
て
別
々
の
窓
口
に
行
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は

一
つ
の
窓
口
で
す
む

よ
う
に
な
り
、
子
聞
が
か
か
ら
ず

便
利
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
総
務

課

(包
⑫
1
3
7
0
)

へ
。

清
和
国
盆
お
ど
り

8
月
刊
自
由

午
後
7
時
i

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
教
育
ロ
ー
ン

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
の
入
学
金
や
授
業
料
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
、

家
賃
な
ど
入

学
時
や
在
学
中
に
必
要
な
資
金
を

低
利
で
融
資
す
る
公
的
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
長

崎
支
庄

(8
0
9
5
8
⑧
3
1
4

1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農業用廃プラスチック

すてないでくださいノ
=収集日は g月5日・ 6日一

農
家
の
皆
さ
ん
、
農
業
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
(
ビ

ニ
ー
ル
・

ポ
リ
類
)

は
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
日
程
で
、
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

期
日
お
よ
び
収
集
時
間

・
9
月
5
日
側
・:
午
後
1
時
1
5

時
-
9
月
6
日
働
:
・
午
前
8
時
初
分

ー
ロ
時

収
集
場
所

農
協
み
か
ん
選
果
場

処
理
費
1
キ
ロ
当
り
3
円
を
い

た
だ
き
ま
す

注
意
事
項

①
使
用
中
の
ビ

ニ
l

明日へと続〈、私たちの道。

8月10日iまr道の日」
道路をまもる月間

8月1日---31日

ル
を
撤
去
す
る
場
合
は
、
日
を
選

ぴ
、
乾
燥
さ
せ
て
土
砂
の
付
着
を

で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
く
だ
さ

い
。
②
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
中
に
作

物
の
残
り

・
竹

・
水

・
ガ
ラ
ス

・

金
属
な
ど
を
混
入
さ
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
③
ビ
ニ
ー
ル
と
ポ
リ
は

分
け
て
収
集
し
ま
す
。
④
こ
ん
包

の
重
量
は
初
1
初
キ
ロ
程
度
と
し、

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
3
か
所
を
空
間

が
生
じ
な
い
よ
う
に
こ
ん
包
し
て

く
だ
さ
い
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

「
産
業
廃
棄
物
L

野
菜
栽
培
な
ど
に
使
用
し
た
ビ

ニ
ー
ル
類
は
、
法
律
で
「
産
業
廃

棄
物
」
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
使

用
し
た
人
自
ら
の
責
任
で
、
正
し

く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
だ
り
に
廃
棄
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

ー 17-



平
成

3
年

歯
の
健
康
優
良
児

コ
ン
テ
ス
ト

対
象
大
村
保
健
所
管
内
に
居
住

す
る
5
歳
児
(
昭
和
臼
年
4
月
2

日
l
臼
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
お

よ
び
保
護
者

応
募
方
法
・
保
育
所
(
園
)
お

よ
び
幼
稚
園
な
ど
に
通
所
(
園
)

さ
れ
て
い
る
児
は
、
所
(
園
)
の

嘱
託
歯
科
医
の
推
薦
に
よ
り
ま
す

0

・
そ
の
ほ
か
の
児
で
コ
ン
テ
ス
ト

に
応
募
希
望
の
方
は
、
大
村
保
健

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
8
月
お
日
働

応
募
・
問
い
合
わ
せ
大
村
保
健

所
(
宮
@
2
1
9
3
)
ま
た
は
、

県
歯
科
医
師
会
大
村
東
彼
支
部

と
し
よ
か
ん

夏
休
み
こ
ど
も
大
会

た
の
し
い
「
お
は
な
し
の
会
」

で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

8

月

μ
日
出
、
午
後
2
時
l

3
時

場
所
市
立
図
書
館

対
象
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
ぐ

ら
い
ま
で
の
子
ど
も

内
容
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
-
影
絵
な
ど

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
宮

@
2
4
5
7
)
 

第

5
回

M
S
M
(ミ
ル
ク
と
み
ど

υ)

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

牛
乳
・
乳
製
品
や
緑
黄
色
野
菜
、

海
藻
類
を
組
み
合
わ
せ
た
料
理
を

応
募
く
だ
さ
い
。

内
容
①
主
食
③
副
食
③
お
や
つ

応
募
期
間
8
月
1
日
側
l
M
U
日

十ム応
募
方
法
大
村
保
健
所
に
そ
な

え
つ
け
の
応
募
票
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

8月
19日(月)
14 I 10 
一一
00 I 00 
~ I ~ 
15 I 11 
一一
30 I 30 

三
浦
出
張
所

鈴
田
出
張
所

8月
20日(火)

Oながさきの子うま
(]フ二メーション27分〉

Oイワン王子の大冒険

~蛙になったお姫様~
(戸二メーション42分〉

萱
瀬
出
張
所

汁
」
爪
ハ
H
U
U
E佼
「
庁

t
n
l
U
U「

5
-
F

8月21自体)

叩
:
∞
(
J
刊

・卯
一
中
地
区
公
民
館

日
・
叩
(
J
旬
・
∞
一市
コ
ミ
セ
ン

内
:
初

j
行
・
・
∞
一西
大
村
コ
ミ
セ
ン

8月
22自体)

14 I 10 
… -
00 I 00 
~ I ~ 
15 I 11 
一一
30 I 30 

福
重
出
張
所

松
原
出
張
所

応
募
・
問
い
合
わ
せ
大
村
保
健

所
(
宮
⑬
2
1
9
3
)

防
火
管
理
者
講
習
会

消
防
法
に
基
づ
く
、
防
火
管
理

の
資
格
取
得
講
習
会
で
す
。

期
日
・
場
所
・
甲
種
:
:
9
月
4

日
嗣
・
5
日
制
、
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
乙
種
:
:
9
月
お
日
側
、
諌
早
農

協
会
館

申
込
期
間
8
月
6
日

ω
i
m日

ω(乙
種
は
、
8
月
1
日
同
i

9

月
刊
日

ω)

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1
3
8
)
 

持瓦主会会合
バザ一、戸トラクションなと、楽し

い催しがいっぱいです。

家族みんなでお出かけください。

日時 8月24日出¥午後ア時~

場所市コミセン駐車場広場

(雨天の場合は大会議室〉

7
月
号
の
日
ぺ

l
ジ
、
少
年
・
少
女
ゴ
ム
ボ
ー

ト
大
会
の
お
知
ら
せ
で
、
期
日
が
7
月
お
日
・

初
日

-m日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

8
月
8

日
偏
の
間
違
い
で
す
。

お
わ
ぴ
し
て
訂
正
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

市営住宅入居者募集

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 1 2K 23，200 
1 

竹 士f.ムヘ 2 3K 12，000 
種

久原第 二 1 3DK 21，200 

東諏訪 1 3K 12，300 

池田第 一 2K 2，800 

2 駅 目IJ 1 2K 6，500 

旭 2 2K 6，500-6，700 

竹 松 1 2K 6，700 

種 i也 田 5 2K-3DK 7，800-12，000 

久原第二 1 3DK 18，200 

原口アパート 1 3DK 20，500 

申込期間 8月 5日(月)-12日(月)

申し込み、問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

お
わ
び
と
訂
正

士η

不要な照明、
冷房、テレビは

夏の省エネルギーチェック

省エネルギー失11恵と工夫と4むがけ
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部屋の温度



市
立
病
院
の

薬
剤
師
(
臨
時
)

募
集
人
員

1
人

資
格
薬
剤
師
の
資
格
を
も
っ
人

雇
用
期
間

8
月
2
日
幽
か
ら
来

年
9
月
お
日
制
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
市
立

病
院
庶
務
係
(
宮
@
2
1
6
1
)

あ
な
た
も

緑
の
オ
ー
ナ
ー
に

こ
の
制
度
は
、
国
有
林
の
緑
の

オ
ー
ナ
ー
と
な
り
出
資

(
1
口
印

万
円
)
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
立
木
を
販
売
す
る
と
き
に
収

益
の
配
分
を
受
け
る
も
の
で
す
。

。
対
象
森
林

場
所
東
彼
杵
町
遠
目
郷

募
集
番
号
叫
番

樹
種
・
樹
齢
ヒ
ノ
キ
お
年
生

契
約
期
間
部
年

伐
採
時
期
平
成
初
年

募
集
口
数
初
口

申
込
期
限

9
月
7
日
出

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 3年 8月号

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
塚
原
静
枝
(
武
部
町
)

福
祉
課
へ

V
五
通
絹
枝
(
諏
訪
3
丁
目
)
車

イ
ス
1
台

社
会
福
祉
基
金
へ

V
宮
本
輝
善
(
宮
小
路
3
丁
目
)

刊
万
円

V
川
崎
照
子

初
万
円

金

一
封

(
宮
小
路
1
丁
目
)

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
野
田
米
之
(
竹
松
本
町
)
初
万
円

V
田
崎
敏
昭
(
諏
訪
3
丁
目
)

5

万
円

V
高
以
良
マ
ス
エ
(
久
原
2
丁
目
)

7
万
円

V
清
水
ハ
マ

万
円

(
玖
島
2
丁
目
)

。
一
般
寄
付

三
城
小
学
校
へ

V
三
城
小
P
T
A

フ
ィ
ー
ル
ド

O 問
9 ¥. 、
5 合
8 わ
@せ
4 
1 長
2 崎
1 営
)林

署

ft 

第
初
回
県
展
作
ロ
凹

デ
ザ
イ

;
l
 

周一亥

部
門
日
本
画
、
洋
画
、

ン
、
工
芸
、
写
真
、
書
、

出
品
規
定

①
資
格
:
・
昭
和
日
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
県
内
に
居

住
す
る
人
、
ま
た
は
、
県
内
居
住

者
を
保
護
者
と
し
て
、
県
外
の
大

学
・
高
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る

人
(
住
所
は
県
内
自
宅
に
)

②
点
数
お
よ
び
制
限
・
・
・
各
部
門
と

も
1
人
2
点
。
自
作
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
間

8
月
3
日
出
l
ロ
日

5 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
4
0
0
万
円

相
当

旭
が
丘
小
学
校
へ

V
旭
が
丘
小
学
校
叩
周
年
記
念
実

行
委
員
会

l
飼
育
観
察
合
百
万
円

相
当

清
和
国
へ

V
高
原
生
花
庖
H
H
生
花

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
大
村
園
芸
高
校
生
活
科
H
H
奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
末
長
辰

夫
・
田
尻
義
彦
・
中
島
松
一
)
理

容
奉
仕

V
あ
か
ね
歌
謡
ク
ラ
ブ

l
慰
問
・

お
菓
子

V
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

l
慰
問
・
ソ
ー

メ
ン

側
(
郵
送
の
場
合
は
ロ
日
消
印
有

効
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

第
初
回
県
展
事
務
局
(
干
制
長

崎
市
立
山
1
1
1
1
5
県
立
美
術

博
物
館
内
包
0
9
5
8
⑫
6
3
4

作
品
の
搬
入

8
月
お
日
働
・

μ

日
也
、
午
前
叩
時
l
午
後
4
時
ま

で
に
県
展
事
務
局
へ

社
会
福
祉
基
金
へ

V
小
川
ソ
メ
子
(
埼
玉
県
浦
和
市
)

1
0
0
万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

慈
恵
荘
へ

V
森
広
木
(
西
部
町
)

2
万
円

V
山
口
静
雄
(
杭
出
津
2
丁
目
)

5
万
円

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院

l
奉
仕

V
向
陽
高
校
専
攻
科
H
H
奉
仕

V
西
郷
富
美
子
(
久
原
1
丁
目
)

奉
仕

V
増
田
幸
江
(
諏
訪
2
丁
目
)
奉

仕V
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地

1
パ

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

1
9
月
コ
ー
ス
ー

内
容
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
・
ワ
ー

プ
ロ
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t
)
講
習

・
ワ
ー
プ
ロ
(
一
太
郎
)
講
習

-
3
級
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
整
備

士
受
験
準
備
講
習
・
2
級
ジ
ー

ゼ
ル
整
備
受
験
準
備
講
習
・
高

年
齢
者
パ
ソ
コ
ン
(
税
金
編
)
講

習
・
マ
イ
コ
ン
入
門
(
ア
セ
ン

ブ
リ
一
言
語
入
門
)
・
建
築
パ

l
ス

(
イ
ン
テ
リ
ア
パ

l
ス
)
・

2
級

ボ
イ
ラ
ー
受
験
準
備
講
習
・
ア
ー

ク
溶
接
特
別
教
育
・
コ
ボ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ

申
込
期
間

8
月
1
日
同

l
m
日

ン
・
リ
ン
ゴ
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト

V
馬
場
治
恵
(
玖
島
2
丁
目
)
皿

泉
の
里
へ

V
野
田
昌
昭
(
大
川
田
町
)
叩
万

円V
山
本
邦

一

(
須
田
ノ
木
町
)

5

万
円

V
福
田
元
(
富
ノ
原
1
丁
目
)
つ

宇
品V

田
中
険
市
(
松
原
1
丁
目
)

3

万
円

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
う

V
み
す
じ
会
H
H
慰
問
・
菓
子

V
木
場
健
三
(
上
諏
訪
町
)
切
干

大
根

早申(刈
市長し
小崎込
船 技 み
越能
町開問
告発ぃ
@ セ 合
2 てわ
7 イ せ
2 
1 __ ¥ 
)諌

自
衛
官
(
男
子
)

l
ニ
等
陸
・
海
・
空
士

1

資
格
高
校
卒
(
来
年
3
月
卒
業

見
込
を
含
む
)
で
幻
歳
未
満
の
人

申
し
込
み
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す

試
験
申
込
時
に
指
定
し
ま
す

試
験
場
大
村
駐
屯
地

※
高
卒
以
外
は
別
途
指
定
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
自
衛

隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@
6
2

1
7
)
 

V
三
根
尚
(
久
原
1
丁
目
)

円V
国
病
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

l
奉
仕

V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
鈴
木
・
和
田
・
好
田
・
平
・
井

手
理
容
院

1
理
容
奉
仕

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
小
佐
古
婦
人
会
H
H

1
万
円
・
菓

子V
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
隊
員
一
同
1

菓
子

V
前
船
津
老
人
会
(
寿
会
)
石
け

ん
・
タ
オ
ル
ほ
か

V
仁
位
定
義
(
諏
訪
1
丁
目
)
本

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
堀
尾
マ
ツ
(
武
留
路
町
)
野
菜

日
万
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8月の健康カレンター
8
月
は
、

(
2
期)、
国
民
健
康
探
険
常
(
2
期
〉
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
〉

d 

R

号、

4日 15日
定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

妊婦教室(1) 市役所 13:00-16:00 (本)(木)
16日 成人の健康相談福祉セ ンター 13 : 00 -15 : 00 

T歳6か月児健康診査 (愈 ⑨⑮… 2日働と同じ

市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 17日
2日 ⑪平成 2年 1月生まれ(元年 8月-12月生まれ

(土)
耳とことばの相談福祉セ ンター13: 00-15 : 00 

で、まだ受けていない人も受診してください)
(劃 ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

18日 当番医
成人の健康相談 福祉センタ- 13: 00-15 : 00 (内・小)長崎医院寿古町宮@86 1 5 
⑪40歳以上⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか (日) (皮・泌)黒木医院西大村本町宮@o2 1 1 

4日 当番医
乳鈎児健康相談 ① 市コミセン

(日)
(内・外)渡辺医院松原 1丁目 宮@82 7 5 20日 ⑧ 9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 30 
(整)橋口整形外科医院竹松本町 宮@ 87 3 9 

(火) ②萱瀬出張所 ⑧ 9 : 30-11 : 00 

⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 
安産教室 ~ラマーズ法を練習しまし ょう ~

5日 市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 30まで
21日⑮母子健康手帳、ズボン 妊婦教室(3) 市役所 9 : 30-13 : 30 (月) 一般健康相談 市役所 13: 00-16 : 00 (水)

⑪血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか
3歳児健康診査 大村保健所

6日 22日
⑧ 9 : 30 -10 : 00 13: 00 -13 : 30 

乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧il3: 30-15 : 00 @昭和63年 2月生まれ(62年 8月一63年 1月生
(火) (木) まれで、まだ受けていない人も受診してくださ

い)⑮母子健康子帳、問診票
ア日

妊婦教室(2) 市役所 13 : 00 -16 : 00 機能訓練根気の会 福祉センター 13: 30-15 : 30 

(水)

25日 当番医

8日
機能訓練根気の会福祉センター 13: 30-15 : 30 (8) 

(内・ 胃)藤井内科医院東本町宮@3878 

(木) (産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目ft@38 5 0 

27日 鈎児教室(お口の健康と食生活) 市コミセン

9日 オ歳6か月児健康診査
⑧ 9 : 45 -10 : 00 @平成元年2月-3月生まれ

市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 (火)
(翁 @⑮…2日働と同じ

⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ ップ

28日
妊婦教室同) 市役所 13 : 00-16 : 00 

(水)
竹田 当番医

(内・小)寺井医院玖島 1丁目 ft@3574 30日 オ歳6か月児健康診査
{日) (産)後藤産婦人科医院西大村本町宮⑫ 6015 市コミセン ⑧13 : 00-13・30

(禽 @⑮… 2日幽と同じ

12日 乳幼児健康相談竹松出張所
略号の説明 @…対象 ⑧..，受け付け ⑮・・・内容

(月)
⑧ 9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 00 

⑧…もってくるもの
⑪離手し食教室 10 : 30-15 : 00 

当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月

1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
問
問
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
鮒
第

一
印
刷

r‘J 

ア月 1日現在

言十 73，837 
(+92) 

35，103 
(-2) 

38，734 
(+94) 

22，799 
(+87) 

)内は前月比

人口の動き

男

女

人口

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 1日・木 10: 00 -15 : 00) 

行政相談 ( 8日・木 9 : 30-12 : 00) 

法律 相 談 (21日・水 10: 00 -15 : 00) 

不動産相談 (23日・金 13: 00 -16 : 00) 

交通事故相談 (27日・火 10 : 00 -16 : 00) 

年金相 談 (28日・水 10: 00-15 : 00) 

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

8
月
の
定
例
相
談
日
p
i-i 世帯数

ハU

8月の大村ボート(1 日 ~5 日・女子リーグ戦、 6 日 ~7 日・モー

ターボート記念場外発売、 13 日 ~19 日・お盆特選レース、 23~27 日)
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